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（
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
の
額
）

第
六
条

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
し
て
、
肝
硬
変
（
重
度
の
も
の
に
限
る
。）若
し
く
は
肝
が
ん
に
り
患
し
、
又
は
死

亡
し
た
者
（
当
該
肝
硬
変
（
当
該
肝
が
ん
に
り
患
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
肝
が
ん
）
を
発
症
し
た
時
（
当
該

死
亡
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
死
亡
し
た
時
）
か
ら
二
十
年
を
経
過
し
た
後
に
さ
れ
た
訴
え
の
提
起
等
に
係
る

者
を
除
く
。）
三
千
六
百
万
円

二

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
し
て
、
肝
硬
変
（
重
度
の
も
の
を
除
く
。）に
り
患
し
た
者
（
当
該
肝
硬
変
を
発
症

し
た
時
か
ら
二
十
年
を
経
過
し
た
後
に
さ
れ
た
訴
え
の
提
起
等
に
係
る
者
及
び
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
し

て
、
肝
硬
変
（
重
度
の
も
の
に
限
る
。）若
し
く
は
肝
が
ん
に
り
患
し
、
又
は
死
亡
し
た
者
を
除
く
。）
二
千
五
百

万
円

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
確
定
判
決
等
」
と
は
、
七
歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
集
団
予
防
接
種
等
の
際
の
注

射
器
の
連
続
使
用
に
よ
り
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
者
が
持
続
感
染
の
状
態
に
な
っ
た
こ
と
又
は
母
子
感
染

者
そ
の
他
母
子
感
染
者
に
類
す
る
者
が
持
続
感
染
の
状
態
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
に
係
る
確

定
判
決
又
は
和
解
若
し
く
は
調
停
で
あ
っ
て
、
そ
の
相
手
方
に
国
が
含
ま
れ
る
も
の
を
い
う
。

４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
訴
え
の
提
起
等
」
と
は
、
七
歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
集
団
予
防
接
種
等
の
際
の

注
射
器
の
連
続
使
用
に
よ
り
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
者
が
持
続
感
染
の
状
態
に
な
っ
た
こ
と
又
は
母
子
感

染
者
そ
の
他
母
子
感
染
者
に
類
す
る
者
が
持
続
感
染
の
状
態
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
の
請
求

に
係
る
訴
え
の
提
起
又
は
和
解
若
し
く
は
調
停
の
申
立
て
で
あ
っ
て
、そ
の
相
手
方
に
国
が
含
ま
れ
る
も
の
を
い
う
。

第
二
章

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等

（
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
の
支
給
）

第
三
条

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
（
以
下
「
支
払
基
金
」
と
い
う
。）は
、特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者（
特

定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
死
亡
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
相
続
人
）
に
対

し
、
そ
の
者
の
請
求
に
基
づ
き
、
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
特
定
Ｂ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
に
つ
い
て
既
に
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

２

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
者
が
そ
の
死
亡
前
に
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
の
支
給
の
請
求
を
し
て
い
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ

の
者
の
相
続
人
は
、
自
己
の
名
で
、
そ
の
者
の
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
の
支
給
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

３

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
同
順
位
の
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る

と
き
は
、
そ
の
一
人
が
し
た
請
求
は
、
そ
の
全
額
に
つ
い
て
全
員
の
た
め
に
し
た
も
の
と
み
な
し
、
そ
の
一
人
に
対

し
て
し
た
支
給
は
、
全
員
に
対
し
て
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
の
支
給
手
続
）

第
四
条

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
の
支
給
の
請
求
を
す
る
に
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
当
該
請
求
を
す
る
者
又
は
そ
の
被
相
続
人
が
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
で
あ
る
こ
と
及
び
そ
の
者

が
第
六
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
確
定
判
決
等
の
判
決
書
又
は
調
書
の
正

本
又
は
謄
本
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
の
請
求
期
限
）

第
五
条

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
の
支
給
の
請
求
は
、
次
に
掲
げ
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
（
次
号
に
お
い
て
「
経
過
日
」
と
い
う
。）

二

訴
え
の
提
起
等
を
経
過
日
以
前
に
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
訴
え
に
係
る
判
決
が
確
定
し
た
日
又
は
当
該
和
解

若
し
く
は
調
停
が
成
立
し
た
日
（
以
下
「
判
決
確
定
日
等
」
と
い
う
。）か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
す
る
日

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

法
律
第
百
二
十
六
号

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
（
第
三
条
e

第
二
十
五
条
）

第
三
章

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
支
給
関
係
業
務
（
第
二
十

六
条
e

第
三
十
六
条
）

第
四
章

費
用
（
第
三
十
七
条
・
第
三
十
八
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
三
十
九
条
e

第
四
十
一
条
）

第
六
章

罰
則
（
第
四
十
二
条
e

第
四
十
五
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
集
団
予
防
接
種
等
の
際
の
注
射
器
の
連
続
使
用
に
よ
り
、
多
数
の
者
に
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
被
害
が
生
じ
、
か
つ
、
そ
の
感
染
被
害
が
未
曽
有
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
及
び
そ
の
相
続
人
に
対
し
、
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
を
支
給
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
感
染
被
害
の
迅
速
か
つ
全
体
的
な
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
集
団
予
防
接
種
等
の
際
の
注
射
器
の
連
続
使
用
」
と
は
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
一
日

か
ら
昭
和
六
十
三
年
一
月
二
十
七
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
市
町
村
長
、
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
者
が
、
そ
の
期
日
又
は
期
間
及
び
場
所
を
指
定
し
て
行
っ
た
予
防
接
種
又
は
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
う

ち
、
当
該
予
防
接
種
又
は
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が
実
施
さ
れ
た
日
に
お
い
て
施
行
さ
れ
て
い
た
法
律
で
あ
っ
て

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
の
規
定
に
基
づ
く
も
の
が
行
わ
れ
た
際
に
、
注
射
針
、
注
射
筒
そ
の
他
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
医
療
機
器
を
当
該
予
防
接
種
又
は
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
受
け
る
者
ご
と
に
取
り
替
え
る
こ
と
な

く
、
使
用
し
た
こ
と
を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
」
と
は
、
七
歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
集
団
予

防
接
種
等
の
際
の
注
射
器
の
連
続
使
用
に
よ
り
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
者
で
あ
っ
て
当
該
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
が
持
続
的
に
生
体
内
に
存
在
す
る
状
態
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
持

続
感
染
の
状
態
」
と
い
う
。）に
な
っ
た
も
の
及
び
そ
の
者
の
胎
内
又
は
産
道
に
お
い
て
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
者
（
以
下
「
母
子
感
染
者
」
と
い
う
。）そ
の
他
母
子
感
染
者
に
類
す
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も

の
（
以
下
「
母
子
感
染
者
に
類
す
る
者
」
と
い
う
。）で
あ
っ
て
持
続
感
染
の
状
態
に
な
っ
た
も
の
を
い
う
。

˜˜


		2011-12-15T15:09:39+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




